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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感

i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
聞
雑
誌
論
忍

法

準

博

士

文
岡
市
市
市
士

mm
神
間
間
博
士

明
日
清
挙
時
士

沼
市
片
山
手
と

紹

涛

事

士

畑
開
済
同
市
平
士

紹
済
問
晴
子
士

抑
制
併
事
士

澱
済
相
尚
子
士

純
済
問
団
中
土

経

済

翠

士

割
問
済
間
帯
士

締
済
措
博
士

線
持
率
博
士

額
済
同
市
平
博
士

川

湖

郎

古

川

保

民

八

木
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助
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口

什
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問
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時

局

下

に

於

げ

る

農

業

計

童

生

産八.

木

芳

之

助

ー

事
時
党
の
長
期
化
に
作
び
、

一
方
設
が
農
材
に
於
て
は
投
了
の
腔
召
及
び
軍
需
工
業
へ
の
陣
問
、
馬
匹
の
徴
殺
、
肥
料
そ
の
他
の
生

暗
資
材
の
配
給
不
闘
滑
等
に
よ
っ
て
捜
刊
誌
生
尽
力
中
一
必
然
的
に
ほ
下
せ
し
め
る
諸
保
件
が
間
一
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
他
方
戦
争

自
酬
聞
は
也
接
に
九
時
間
最
中
物
の
生
局
山
総
旧
東
の
M
H
犬
、
就
巾
間
四
日
K
E梨
食
糧
、
中
単
一
山
内
及
び
貿
易
と
摂
理
た
る
決
死
物
の
噌
涯
を
泌
消
ナ

る
が
故
に
、
か
a
A

る
傑
件
の
下
に
於
て
如
何
な
る
犠
牲
を
梯
つ
で
も
此
等
農
産
物
の
生
産
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
、
戦
時
農
業
政
策

の
第
一
の
目
標
と
在
る
。
事
境
の
進
展
に
伴
っ
て
起
る
農
業
生
産
諸
傑
件
の
悪
化
の
傾
向
は
、
若
し
之
を
放
任
す
れ
ば
、
農
業
生
産

の
萎
腰
、
減
退
を
粛
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
戦
争
の
遂
行
を
困
難
友
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
農
業
生
売
を
計
護
化
し
、
組
織

化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
奉
読
保
件
の
悪
化
に
遂
行
し
て
、
各
種
革
要
農
産
物
の
増
産
を
刷
る
こ
と
が
目
下
の
急
務
と
友

'
q
o

斯
か
る
意
味
に
於
て
、
今
聞
の
農
業
計
室
生
産
友
る
も
の
は
、
事
費
下
に
於
け
る
日
本
農
業
に
輿
へ
ら
れ
た
る
相
反
的
な
る
二

つ
の
至
上
命
令
、
邸
ち
農
業
生
産
諸
傑
件
の
悪
化
と
農
業
生
産
力
の
維
持
撰
定
要
求
と
の
調
整
策
止
し
て
、
換
言
す
れ
ば
農
業
生
虐

力
の
減
退
を
来
す
べ
き
諸
傑
件
の
深
刻
化
に
も
拘
ら
や
J

、
農
定
住
物
の
増
還
を
要
求
し
て
熔
ま
な
い
ん
」
い
ふ
矛
盾
の
止
効
策
と
し
て
登

揚
ず
る
こ
と
L
な
っ
た
。

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
章
生
産



時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
室
生
産

四

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
塾
生
産
の
本
質
を
更
に
一
一
唐
明
に
す
る
た
め
に
は
、
本
計
寮
生
産
と
か
の
昭
和
四
・
五
年
来
の
農
業
恐

慌
針
策
と
し
て
採
ら
れ
た
る
農
山
漁
村
粧
品
阿
更
生
計
重
に
於
け
る
生
産
計
書
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
先
づ

第
一
に
か
の
経
済
更
生
汁
業
の
生
一
一
年
計
虫
同
一
に
於
て
は
農
家
所
得
の
府
大
に
よ
っ
て
各
農
家
経
怖
の
牧
支
均
衡
を
闘
る
こ
と
を
主
た
る

日
棋
と
せ
る
に
到
し
、
今
岡
の
計
費
生
産
に
於
て
は
戦
時
下
の
図
z

一
家
的
要
求
に
基
ま
、
現
下
に
於
け
る
農
業
生
時
諸
僚
件
の
印
刷
弘
化
に

過
際
す
る
や
う
農
家
経
常
を
再
編
成
し

τ
、
以
て
章
一
安
裂
加
物
の
増
誌
に
拡
へ
し
め
る
と
と
わ
け
一
主
県
目
標
と
す
る
。
従
っ
て
前
者
の

更
生
計
養
に
於
て
は
、

不
況
期
の
購
買
力
減
退
に
件
ふ
て
縮
小
す
る
農
産
物
の
有
放
需
要
に
庶
じ
て
麦
家
の
生
産
数
量
を
調
整
し

て
、
農
産
物
債
格
の
低
落
を
防
止
し
、

工
業
口
同
僚
絡
と
の
聞
の
鉄
欣
偵
格
差
を
緩
和
し
、
以
て
農
家
の
牧
入
増
大
乃
至
農
家
の
収
支

均
衡
を
闘
る
に
あ
っ
た
。
併
し
寛
際
の
個
々
の
農
村
経
済
更
生
計
書
の
樹
立
に
際
し
で
は
、
農
家
経
済
の
特
質
に
基
喜
一
色
、
農
産
物
増

産
計
聾
以
外
に
農
家
所
得
の
増
加
を
闘
る
詮
は
な
か
っ
た
が
、
首
局
と
し
て
は
S
A
ろ
生
辰
制
限
乃
至
減
反
に
上
っ
て
農
産
物
債
格
を

引
上
ぐ
る
こ
と
を
意
闘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
現
下
の
計
一
歳
生
産
に
於
て
は
、
戦
時
の
要
求
に
悲
き
、
生
産
諸
僚
件
の
悪
化

の
下
に
於
て
、
然
か
も
農
主
性
物
債
格
を
著
し
く
引
上
げ
る
こ
と
た
く
し
て
、
貫
要
農
産
物
の
増
原
を
闘
る
に
あ
る
。

第
二
に
農
村
更
生
計
書
の
生
産
計
蔓
に
於
て
も
、
上
述
の
目
棋
に
副
ふ
ゃ
う
岡
家
が
会
闘
に
亙
っ
て
杢
農
産
物
に
つ
き
統
一
的
な

る
生
産
調
査
を
な
し
、
之
に
基
い
て
個
々
の
村
k

の
生
産
す
べ
き
農
産
物
の
種
類
と
そ
の
数
量
と
を
指
定
し
て
、
会
図
的
立
揚
か
ら

生
産
調
整
を
刷
る
べ
き
で
あ
っ
た
c

然
る
に
賓
際
に
於
て
各
利
k

で
行
は
れ
た
生
産
調
査
は
匝
々
で
あ
り
、

そ
の
間
に
何
等
の
み
一
国

的
統
一
性
が
左
か
っ
た
た
め
、
仮
令
個
々
の
調
査
は
如
何
に
綿
斡
で
あ
勺
た
と
し
て
も
、
之
を
利
用
し
て
全
閥
的
生
産
計
霊
を
樹
て

る
と
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
誌
に
於
て
農
村
更
生
計
聾
の
賓
施
に
際
し
て
は
、
如
何
な
る
農
産
物
を
如
何
程
生
産
す
べ
き
か



は
各
村
々
、
否
、
各
農
家
の
任
意
的
判
断
に
委
ず
の
外
な
く
、

た
め
に
会
図
的
た
る
生
産
の
調
整
が
行
は
れ
十
、
或
る
意
味
に
於
て

農
村
更
生
計
叢
は
無
統
制
な
る
榊
原
若
く
ば
榊
産
へ
の
準
備
を
注
し
つ

L
あ
っ
た
も
の
と
解
す
喜
こ
と
が
問
中
米
る
。
活
し
話
時
に
於

で
各
村
々
の
更
生
計
書
樹
立
上
、
生
産
調
査
を
行
ふ
に
際
し
、
会
同
統
一
的
立
場
よ
り
、
先
づ
農
業
生
南
向
単
位
た
る
個
L
q

の
農
家
の

生
座
数
量
を
正
確
に
測
定
し
、
之
を
法
礎
と
し
て
、
各
村
、
各
時
間
相
、
更
に
全
国
に
亙
る
農
原
物
生
産
調
交
を
完
成
し
、
農
業
生
産

統
計
を
整
備
し
て
佳
い
た
な
ら
ば
、
今
岡
の
農
業
計
養
生
柁
の
賞
施
に
際
し
で
も
農
業
統
計
の
不
備
を
引
っ
必
要
は
ιな
か
っ
た
需
で

あ
る
。

八
f

悶
の
操
業
訓
北
川
崎
一
市
は
戦
時
に
於
け
る
必
働
力
及
び
生
原
資
材
の
一
同
山
?
に
逆
行
し
て
、

民
一
昨
物
の
品
川
町
を
附
る
こ
と
を
目
標
と

ず
る
日
没
こ
、

』

l
'
t
l

冶
コ

f
T
i
-
-
-
L
1
4
C
〉
日
て
1

こ
冷
ト
'
J
;
汀
〈
旧
件
二
司
、
々
〉
付
一
~
|
〉

H1
力、

パ

ν
幸
一

ruJA
一け
J
H
d
l
q
p
/
E
J
叫
が
に

r
F
Q
4
M
j
b
i
l
仰
パ
バ
:
1
r
t
l
H

山
中
り
引
力
、
民
会
運
動
に
の
み
侠
っ
こ

と
を
得
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
従
っ
て
農
誕
生
活
力
の
維
持
・
挟
充
を
闘
っ
て
必
要
友
る
深
夜
物
数
量
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
生
産
資
材
及
び
努
力
に
針
し
て
計
実
的
施
設
を
講
じ
、
浪
速
物
の
債
格
に
つ
い
て
も
生
産
を
萎
縮
せ
し
め
ざ
る
や
う
遁
首
友

る
税
制
を
加
ふ
る
こ
と
を
姿
す
る
。

と
の
故
に
農
業
計
一
品
川
生
屈
に
於
て
は
強
大
な
る
図
案
統
制
と
全
凶
的
な
る
計
吉
一
性
と
を
必
姿
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

と
れ
先
年
の
農
村
更
生
計
書
が
村
氏
よ
り
村
へ
、
村
よ
り
闘
へ
、
換
言
す
れ
ば

F
よ
り
上
へ
の
政
策
で
る
っ
た

の
に
勤
し
、
今
次
の
農
業
計
叢
生
理
が
岡
よ
り
村
へ
、
村
よ
り
村
氏
へ
、
換
言
す
れ
ば
上
よ
り
下
へ
の
政
策
で
る
る
と
一
一
一
日
は
れ
る
所

以
で
あ
る
。

以
下
こ
の
小
論
に
於
て
は
農
業
計
叢
生
産
に
闘
し
て
提
起
さ
れ
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
ミ
す
る
。

ーー

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
室
生
産

五



時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
養
生
産

ーノ、

と
の
農
業
計
叢
生
産
の
日
棋
は
、
由
良
川
誕
生
陸
諸
保
件
の
川
油
化
に
も
拘
ら
や
、
重
要
農
産
物
の
榊
夜
を
附
る
に
あ
る
が
、

と
の
賠
に

関
し
て
検
討
す
べ
き
第
一
の
問
題
は
如
何
た
る
方
針
に
従
っ
て
増
産
を
在
す
べ
き
か
で
あ
る
。
長
距
物
の
増
産
↑
刀
法
と
し
て
は
.
反
営

り
牧
量
の
崎
明
加
を
刷
る
か
、
若
し
く
ば
緋
地
問
債
の
増
大
乃
至
作
付
団
防

υ
晴
夫
を
閥
る
か
、
そ
の
何
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
得
な

ぃ
。
然
る
に
戦
時
に
於
付
る
念
濯
な
る
生
必
附
n

加
は
‘
川
は
排
仙
川
一
の
皮
仲
同
り
牧
旧
友
情
加
の
か
向
を
執
ら
ざ
る
を
得
た
い
こ
と
は
、
既
に

蹴
洲
大
臓
の
絞
倣
に
於
て
も
み
ら
れ
た
と
こ
九
戸
-
あ
り
、

f暗i投立

而認習白

r 
Fら〉
Jjれ!れ1 

J.) 
;る5 
し

r， 

.で

ぽう
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i謝
今
一欠
(1) 

事
者運

jj守
」

狽
逸
の
ボ
ン
た
撃
の
ウ
イ
ゴ
ド
ヂ
ン
ス
キ

l
教
授
は
、
欧
洲
↓
へ
戦
中
、

そ
の
著
書
の
う
ち
に
於
て
「
耕
地
の
摘
張
が
最
中
へ
可
能
な

る
生
産
物
を
輿
へ
る
と
は
限
ら
友
い
と
と
は
洞
察
力
あ
る
人
々
に
と
っ
て
明
ら
か
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
屡
々
都
市
内
部
或

は
そ
の
近
郊
の
細
分
地
に
も
安
官
す
る
。
之
情
一
げ
の
細
分
地
は
そ
の
土
地
が
痩
せ
℃
ゐ
る
た
め
に

l
l叶
労
働
の
乙
止
は
無
腕
し
て
も

i

共
庭
に
矯
か
れ
た
穫
子
を
し
て
如
何
に
し
て
も
充
分
に
成
育
せ
し
め
得
な
い
と
と
が
稀
で
た
か
っ
た
。
荒
地
の
開
墾
に
就
て
も
同
様

存
在
意
が
奥
へ
ら
れ
る
。
僅
少
に
し
か
存
し
左
い
生
産
手
段
は
最
も
宏
分
に
利
用
さ
れ
ね
ば
友
ら
ね
の
で
あ
る
か
ら
、
各
生
産
者
が

と
の
最
高
の
利
用
は
、
京
市
引
の
耕
地
の
集
約
的
耕
作
に
上
っ
て
得
ら
れ
る
と
考
ふ
る
か
或
は
耕
作
面
積
の
横
張
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

と
信
中
る
か
は
之
を
彼
等
の
公
共
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
」

2
 

と
主
張
し
た
。
併
し
こ
の
山
警
告
も
、
濁
逸
農
業
評
議
曾
の

議
長
レ
ヴ
ィ
ッ
ツ
伯
(
の

2
2・
P
T
Zユコ
H
b
'
さ
と
の
如
き
人
々
が
沼
津
地
の
開
墾
宇
一
以
て
食
糧
難
稜
減
の
最
も
優
れ
た
手
段
で
あ
る

と
し
て
宣
停
し
た
た
め
に
、
品
川
ど
較
か
れ
な
か
っ
允
。
車
に
土
地
が
耕
作
さ
れ
や
に
浅
う
て
ゐ
る
こ
と
の
み
を
見
て
、
農
業
生
産
手

段
の
不
足
を
見
泣
い
素
人
の
見
解
に
災
さ
れ
で
、
相
判
遜
の
農
業
生
産
手
段
の
一
浪
費
が
ど
れ
だ
け
行
は
れ
た
か
分
ら
た
い
の
で
あ
ゲ
。

素
よ
り
鍬
.
州
大
戦
下
の
猫
逸
に
於
て
は
今
日
の
我
閣
と
北
較
に
友
ら
泣
い
ほ
ど
農
業
生
産
手
段
が
著
し
〈
不
足
し
た
の
で
あ
る
か

Produktinn 

近藤康男氏、農産物傾格政策の将来(農政、昭和'4年5月)2.(1'官。
Wygod叫即ki，Produktions7.wang und Produktionsfdrderung in der LandwIr-t-
schaft. '9'7. S. 7 ff. 
Aereboe， Der Ein日uss des Krieges auf die Iandwi.rl叫 haftliche
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せμ

ヘ

ら
、
排
地
面
積
の
摸
張
を
闘
る
こ
と
は
、

必
十
し
も
農
産
物
生
産
総
量
を
回
巨
大
な
ら
し
め
る
所
以
で
は
左
か
っ
た
。

こ
の
と
と
は
現

下
の
我
岡
農
業
界
に
は
直
に
共
の
ま
ミ
安
営
し
な
い
。

従
っ
て
我
闘
で
は
栽
培
商
積
の
絶
封
的
損
張
を
阿
る
こ
と
が
必
裂
で
る
る

が
、
併
し
農
業
生
産
資
材
の
供
給
が
漸
次
窮
屈
と
な
る
戦
時
下
に
於
て
は
、
農
産
物
生
産
数
量
の
維
持
・
増
ト
へ
は
、
先
づ
既
耕
地
の

反
営
り
牧
量
の
維
持
・
増
大
の
方
向
忙
之
を
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

し
か
も
戦
争
自
鰐
の
直
接
要
求
す
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、
各
種
農
産
物
の
生
産
総
量
の
維
持
・
増
大
で
あ
る
。
而
し
て
戦
時
に
於

て
は
、

と
の
農
産
物
生
慌
線
量
の
維
持
・
明
大
は
耕
作
商
問
閣
の
摘
張
に
よ
っ
て
之
を
賓
現
す
る
こ
と
が
凶
難
で
あ
り
と
す
る
限
り
、

同
堆
位
問
時
間
岱
り
牧
誌
の
批
持
申
川
mH
た
に
よ
ら
訓
と
る
を
川
町
な
い
こ
と
は
同
協
め
で
明
円
で
み
の
る
。
泣
し
一
閣
の
線
俳
作
一
周
債
の
腕
附
慨
を
件

は
L

少
し
て
、
明
位
阿
間
常
り
秋
世
の
低
下
が
相
性
る
と
き
は
、
山
Hm
然
農
淀
物
生
産
地
川
H
E
の
減
少
を
来
し
、
鴨
川
V
悶
憾
の
遂
行
を
困
難
な

ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
戦
時
下
の
山
岳
米
政
策
は
車
位
同
積
蛍
り
牧
量
の
総
持
-um-
べ
に
よ
っ
て
良
産
物
生
産
純
量
の
維
持
・
増

大
を
闘
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
る
。

然
る
に
戦
時
に
於
て
は
、
農
業
労
力
が
減
湿
し
、
肥
料
そ
の
他
の
生
康
資
材
が
逼
迫
し
、
且
つ
共
の
債
格
が
騰
貴
す
る
。
従
っ
て

斯
か
る
事
情
の
下
に
於
て
農
業
粧
惜
の
集
約
度
を
維
持
し
、
反
岱
り
牧
景
の
維
持
・
増
大
を
岡
る
こ
と
は
、
絞
済
的
に
は
正
に
井
A
口

理
的
友
る
要
求
で
あ
る
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
と
て
斯
か
る
進
展
傾
向
に
般
住
す
る
と
き
は
、
反
賞
、
り
政
景
一
の
低
下
、
生
産
綿

量
の
減
少
を
粛
す
と
と
t
h

た
ら
ざ
る
を
得
た
い
。
+
敢
に
於
て
農
業
生
産
を
計
宮
町
一
化
し
、
組
織
化
す
る
こ
左
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
諸

傑
件
の
悪
化
に
掬
ら
や
増
涯
を
刷
る
と
と
が
急
務
と
な
る
。
さ
れ
ば
今
回
の
農
業
計
蔓
生
産
は
、
農
業
経
皆
を
粗
枚
化
し
、
単
位
同

積
蛍
り
牧
量
の
低
下
、
ひ
い
て
農
産
物
生
産
総
量
の
減
少
に
導
く
消
何
倒
的
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
左
い
。

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
費
生
産

七

東畑精一、篠原若手三繭氏誇、 Z笥逸グ)H~~告"Þ:il!U;:封する大我の影響(時局と農村
第z巻)333頁。
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時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
童
生
産

P ... 

戦
時
に
於
て
は
農
業
生
産
諸
僚
件
の
低
下
に
伴
っ
て
農
産
物
の
似
給
が
減
退
す
る
傾
向
に
あ
る
に
拘
ら
宇
、

そ
の
需
要
が
増
加
す

る
が
故
に
、
農
業
計
寄
生
産
に
よ
っ
て
、
農
産
物
の
柑
樫
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
併
し
戦
時
友
れ
ば
と
て
、
島
ら
ゆ
る
漫

産
物
に
就
て
、

一
保
氏
、
ま
た
月
一
…
何
度
に
府
連
そ
袋
請
す
る
も
の
ぜ
は
し
広
い
コ
可
去
穴
管
一
一
際
上
あ
ら
ゆ
る
山
氏
疏
物
に
就
で
常
時
そ
闘

お
と
と
は
、
現
花
の
時
局
干
に
於
て
側
め
て
者
矧
で
あ
る
。

さ
れ
ぽ
山
主
要
支
鰻
法
占
物
、
山
軍
需
濃
昨
物
、
間
輸
出
農
産
物
に
闘

し
て
は
、
極
力
増
産
に
努
む
べ
き
で
あ
る
が
、
繭
徐
の
農
産
物
の
或
る
も
の
に
闘
し
で
は
現
欣
維
持
を
保
つ
も
、
ま
た
或
る
も
の
に

閥
し
て
は
共
の
生
産
数
量
が
多
少
減
退
す
る
も
、

さ
ほ
ど
戦
争
の
遂
行
に
は
支
障
を
来
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
戦
時
に
於
て

は
、
各
種
農
産
物
の
生
産
を
計
毒
的
に
統
制
し
て
、
戦
時
経
済
に
直
筏
樹
係
の
少
友
い
生
産
種
円
は
、
成
る
べ
く
之
を
整
理
し
、
之

に
封
し
直
接
闘
係
の
深
い
生
産
種
目
の
増
濯
を
助
成
す
る
工
夫
を
凝
す
こ
と
が
肝
要
と
友
る
。
と
の
際
、
前
者
の
戦
時
経
済
に
直
接

関
係
の
少
た
い
生
産
種
目
に
闘
附
し
て
は
、
闘
』
家
の
強
制
力
に
よ
っ
で
禁
止
的
統
制
を
加
ふ
べ
き
や
否
ゃ
に
就
て
は
疑
問
が
あ
る
。
部

ゆ
り
闘
塾
農
産
物
の
如
き
は
、
戦
時
経
済
に
直
接
関
係
泣
き
た
め
、
之
が
生
産
を
制
限
若
く
ば
禁
止
す
る
も
差
支
及
き
が
如
く
で
あ
る

が
、
併
し
之
に
よ
っ
て
閥
抗
詳
農
業
地
帯
の
農
家
は
甚
だ
し
き
苦
痛
を
感
や
る
こ
と
L

友
る
で
あ
ら
う
。
荒
し
闘
翫
岳
地
帯
の
農
家
は
一

般
に
粧
笹
面
積
が
狭
小
で
あ
る
か
ら
、
反
省
り
粗
牧
入
の
高
い
青
山
市
や
高
級
疏
菜
の
栽
持
を
践
し
て
、
組
牧
入
の
低
い
米
安
栽
持
に

移
る
と
き
は
、
そ
の
綿
牧
入
を
著
し
く
減
少
せ
し
め
、

と
の
地
域
に
於
け
る
長
家
の
経
済
的
破
綻
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
ワ

て
斯
か
る
禁
止
的
統
制
は
之
を
採
ら
ず
る
を
可
と
す
る
。
若
し
強
ぴ
て
斯
か
る
統
制
を
行
は
ん
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
農
家
に
針
し
一
」

は
一
定
の
梢
償
を
輿
へ
る
と
と
を
要
す
る
。



こ
の
際
注
意
す
ぺ
き
は
、
長
業
の
計
章
生
直
と
い
ふ
も
、
そ
れ
は
農
家
経
替
を
巌
格
な
る
岡
家
の
管
理
下
に
置
き
、
各
農
産
物
に

針
す
る
一
位
合
的
需
要
額
を
ば
一
々
測
定
し

と
の
一
々
の
需
要
瀬
を
ば
、
個
々
の
農
家
に
そ
の
耕
作
両
積
、
持
働
力
及
び
生
産
資
材

に
感
じ
て
制
蛍
て
弘
之
を
強
制
的
に
生
産
せ
し
め
る
と
い
ふ
が
如
き
文
字
通
り
の
計
養
生
濯
で
は
な
い
。
同
州
か
ろ
意
義
の
計
書
生
産

は
、
農
業
生
産
の
有
機
性
、
農
家
戸
数
の
多
数
の
存
在
を
考
へ
る
と
き
は
、
そ
の
官
一
現
の
不
一
円
市
た
る
こ
と
は
徐
り
に
も
明
白
で
あ

る
。
従
っ
て
認
に
一
一
一
日
ふ
盟
主
計
塾
生
直
に
於
て
は
、
依
然
と
し
て
個
々
の
農
家
の
自
主
的
経
侍
寸
前
動
を
認
め
、
個
々
の
農
家
に
討
し

て
は
、
共
の
経
皆
の
日
岡
山
に
訓
ふ
ゃ
う
、
付
利
な
る
栽
円
滑
作
物
を
選
ぶ
こ
tr一
、
ま
た
有
の
目
標
に
刷
ふ
ゃ
う
生
経
手
段
と
伸
労
働
力
ー
と

を
ム
口
四
的
に
按
配
、
編
成
す
る
こ
と
そ
作
本
寸
る
も
の
で
あ
る

3

従
っ
て
此
の
法
主
計
寺
一
生
尽
に
よ
勺
一
一
増
停
の
日
械
を
法
ぜ
ん
と

す
れ
ば
、
た
づ
以
て
個
々
の
農
家
に
射
し
、
仙
川
t
M
主
皆
現
せ
し
む
べ
き
組
問
的
保
件
h
q
↑
町
一
へ
て
、
ー
円
か
ら
国
家
ぺ
巾
rh本
ナ
ふ
ん
U

目
的

計
章
生
産
へ
移
行
せ
し
む
る
や
う
工
夫
す
べ
き
で
る
る
。

け
れ
ど
も
戟
時
に
於
て
努
働
力
が
不
足
し
、
生
培
資
材
の
供
給
が
不
闘
滑
と
な
る
場
合
に
は
、
経
向
日
付
の
採
算
上
、
自
然
、
集
約
作

物
よ
り
粗
放
作
物
へ
と
移
る
と
と
L

左
ら
ざ
る
を
得
た
い
。
併
し
と
の
場
合
、
斯
か
る
作
物
の
陣
換
を
個
々
の
農
家
の
粧
品
百
的
要
求

に
の
み
委
す
る
と
き
は
、
戦
時
に
於
け
る
闘
家
的
要
求
と
の
聞
に
蹴
師
閣
を
来
す
と
と
も
ゐ
友
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
農
業
生
琉
と
農

業
経
営
と
に
針
し
て
、
卒
時
上
り
も
上
り
強
力
な
る
統
制
を
加
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
か
る
手
段
と
し
て
米
奈
の
如
き
生
活
必
需

品
、
そ
の
他
の
軍
需
剛
氏
唯
物
に
封
し
で
は
一
生
署
前
首
」
や
一
供
川
刻
首
」
等
の
方
法
が
提
唱
さ
れ
る
。
川
こ
の
場
合
に
於
て
も
、

と

(/J 

「
生
産
制
首
」
や
「
供
出
剣
営
一
の
賓
行
を
容
易
な
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
た
づ
以
て
各
農
家
に
之
が
増
原
そ
容
易
友
ら
し
め
る
経
済
的

保
件
を
興
へ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
換
-
一
目
す
れ
ば
他
の
農
産
物
に
比
し
て
、
品
川
岸
を
阿
る
ぺ
き
農
作
物
の
牧
町
耐
性
を
一
一
暦
高
め
な

時
局
下
に
於
げ
る
農
業
計
寄
生
産

九



時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
寄
生
産

四
O 

け
れ
ば
友
ら
友
い
。
斯
か
る
前
提
僚
件
が
な
け
れ
ば
如
何
に
生
産
の
割
首
を
在
す
も
、
充
分
な
る
放
叩
市
は
之
を
期
待
す
る
を
得
左

い

o
m次
に
本
邦
の
農
家
粧
品
百
に
於
て
は
一
般
に
多
角
経
畿
が
行
は
れ
、
同
一
粧
器
内
に
穀
作
、
説
奈
栽
培
、
差
質
、
義
高
等
の
諸

部
門
が
綜
合
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
無
計
書
に
一
部
門
の
増
産
佐
行
ふ
と
き
は
経
健
全
悼
の
均
術
を
破
壊
す
る
こ
と
h

友
る
。
従

っ
て
同
刑
法
作
物
と
他
の
農
作
物
と
の
聞
に

写t

Jt 

芹IJ
)1] 

持
カ
利
則
、

肥
料
及
び
そ
の
他
生
北
町
安
材
の
利
則
に
闘
し
で
も
合
政

的
た
る
剥
秩
そ
同
一
ウ
て
、
法
家
絞
侍
の
所
得
hr
安
定
せ
し
比
佐
け
れ
ば
取
ら
ね
。

似
し
た
が
ら
今
後
職
時
経
掛
の
進
展
に
件
ひ
長
業
生
産
資
材
、
殊
に
肥
料
の
似
給
が
著
し
〈
不
足
す
る
揚
合
、
若
し
も
農
家
の
経

倍
的
要
求
に
の
み
委
す
る
と
き
は
、
肥
料
は
農
家
に
と
り
で
最
も
有
利
在
る
農
作
物
の
増
理
に
使
用
せ
ら
れ
、
必
や
し
も
同
家
の
要

求
す
る
と
こ
ろ
の
農
産
物
の
生
産
に
投
ぜ
ら
れ
た
い
こ
と
L

た
る
。
さ
れ
ば
農
誕
生
産
資
材
の
供
給
不
足
が
、
或
る
限
度
以
上
に
建

す
る
と
き
は
、
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
拘
ら
や
、
経
替
的
要
求
に
制
限
を
加
へ
、
農
産
物
仲
間
保
と
い
ふ
岡
家
的
裏
求
よ
り
農
家
の
肥

料
使
朋
に
割
貨
統
制
や
一
貫
施
せ
ざ
る
を
符
な
い
こ
と
L
宏
り
、
農
業
計
霊
生
産
上
に
於
け
る
強
制
的
安
素
は
一
一
居
強
化
せ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。
農
業
計
養
生
産
に
今
後
如
何
た
る
程
度
の
強
制
的
要
素
が
加
へ
ら
る
誌
か
は
、

一
に
戦
時
粧
済
の
匙
反
の
程
度
如
何
に
懸

っ
て
ゐ
る
。

四

斯
〈
の
如
〈
現
在
の
農
業
計
蔓
生
産
に
於
て
は
、
先
づ
個
L
R

の
農
家
に
針
し
、
増
産
を
管
一
現
せ
し
む
べ
き
経
済
的
保
件
を
血
ハ
ヘ

て
、
白
か
ら
園
家
の
要
求
す
る
合
目
的
計
叢
生
産
へ
移
行
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
今
後
戦
時
経
消
の
進
展
に
作
ひ
、
之
が
移

行
を
促
進
す
る
必
要
も
起
る
で
る
ら
う
。

さ
れ
ば
農
家
を
し
て
国
家
の
要
求
す
る
ム
口
目
的
計
養
生
産
へ
の
移
行
を
容
易
左
ら
し
め
る



た
め
に
は
、
図
案
は
長
友
に
針
し
技
術
的
に
も
主
党
経
済
的
に
も
定
分
な
る
指
導
を
奥
へ
、
計
叢
生
虐
に
週
中
'
る
道
を
拓
い
て
置
か

友
け
れ
ば
た
ら
ね
。
殊
に
本
邦
農
家
の
多
〈
が
所
謂
一
軍
左
る
業
主
一
一
一
の
刻
牧
に
あ
る
に
鍔
み
て
特
に
然
わ
と
す
。

然
ら
ば
こ
の
農
業
計
書
生
産
の
一
遂
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
如
伺
た
る
方
策
を
講
宇
ぺ
き
で
あ
ら
う
か
。
左
に
之
を
概
荊

す
る
こ
と
L
ず
る
。

ω先
づ
第
一
に
農
業
技
術
の
綿
動
員
、
即
ち
農
家
へ
の
利
事
的
ゅ
合
問
的
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
、
各
地
域
に
逝
廃
し
た

Z
耕
寝

の
改
善
を
刷
る
こ
と

間
農
業
災
害
の
防
止
に
努
め
、
柏
熱
病
、
問
問
詰
言
の
他
病
評
議
防
除
腕
訟
を
完
備
す
る
と
と

同
農
業
労
力
の
調
整
を
な
す
た
め
に
は
勤
持
一
幹
仕
珂
及
び
移
動
助
持
闘
の
組
織
を
強
化
す
る
こ
と

州
産
村
に
於
け
る
人
的
資
源
不
足
の
現
状
に
鑑
み
、

満
洲
移
民
の
如
合
は
必
中
山
川
訓
八
λ
利
計
裂
を
樹
が

L
て
之
を
れ
ふ
と
北
(
に

軍
需
工
業
以
外
の
平
和
産
業
へ
の
農
業
人
口
の
吸
収
に
付
て
は
趨
営
危
る
統
制
を
諮
じ
、
日
つ
農
繁
期
に
は
蹄
村
せ
し
め
る
や
う
工

夫
す
る
と
と

倒
努
力
及
び
畜
力
の
不
足
を
補
ふ
た
め
、
農
業
の
機
織
化
配
蹴
る
と
と
、
但
し
戦
時
に
於
て
は
農
樫
物
納
生
産
数
量
の
維
持
・
増

大
を
閲
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
農
業
の
機
械
化
、
殊
に
耕
転
の
機
織
化
は
持
働
作
業
能
率
を
高
め
る
と
同
時

に
、
翠
位
面
積
首
り
牧
量
の
維
持
・
増
大
を
粛
す
べ
き
も
の
た
る
こ
と
を
要
す
る
。

間
農
業
持
働
の
不
足
を
補
ひ
、

H
つ
作
業
能
率
九
千
」
高
め
る
た
め
、
誹
転
、
掃
枚
、
除
草
、
刈
取
及
び
調
整
等
に
共
同
作
業
を
貫
施

す
る
と
と

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
童
生
産

四

東畑精一氏、有訂a日本農業の展開羽根、 43真。5) 



時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
量
生
産

四

間
肥
料
、
農
機
具
そ
の
他
農
業
生
母
資
材
の
供
給
詑
に
配
給
に
つ
き
、
適
切
た
る
針
策
を
講
じ
、
且
つ
此
等
生
時
資
材
の
償
持
と

農
産
物
の
債
格
と
の
聞
に
一
定
の
均
衡
を
得
せ
し
め
る
と
と

開
戦
時
下
に
於
て
は
限
ら
れ
た
生
産
資
材
を
以
て
増
産
を
闘
る
べ
き
も
の
友
る
が
故
に
、
生
底
資
材
の
利
用
を
最
も
有
数
去
ら
し

む
ぺ
〈
、
従
っ
て
農
業
機
具
K
つ
い
て
辻
共
同
利
用
を
促
進
し
、
肥
料
に
闘
し
て
も
各
作
物
に
之
を
如
何
に
分
配
施
則
す
る
と
と
が

農
家
経
済
上
及
び
岡
崎
用
上
設
も
安
首
で
あ
一
命
か
佐
周
知
せ
し
め
る
と
と

削
判
決
諜
計
窓
生
向
性
に
よ
り
て
長
時
物
の
増
産
を
闘
ら
ん
と
す
れ
ば
、
決
河
川
物
の
過
半
が
商
品
生
協
化
さ
れ
て
ゐ
る
寛
訟
に
鑑
み
、

増
産
を
促
進
す
る
や
う
適
切
な
る
債
格
政
策
を
と
る
と
共
に
、
本
邦
農
業
粧
替
の
多
角
性
に
鑑
み
、

一
作
物
の
増
産
に
よ
っ
て
経
倍

会
慌
の
均
衡
を
破
壊
せ
ざ
る
や
う
考
慮
す
る
こ
と

川
町
農
業
の
機
械
化
、
共
同
作
業
化
に
便
利
及
る
や
ろ
耕
地
の
交
換
分
合
に
よ
っ
て
、
耕
地
の
集
閲
化
を
刷
る
と
と

川
戟
時
下
に
於
て
は
農
産
物
一
償
絡
の
引
上
を
行
は
や
し
て
、
増
産
を
闘
る
ぺ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
従
っ
て
斯
か
る
要
請
に
肱

や
る
た
め
に
は
、
農
業
生
産
費
の
低
下
を
闘
る
外
友
く
、

こ
の
た
め
に
農
業
生
産
資
材
及
び
農
家
生
活
必
需
品
の
侭
格
を
公
匹
化
す

る
の
必
要
た
る
は
言
ふ

K
及
ば
中
、
小
作
料
は
之
を
公
正
化
し
、
農
村
の
租
税
負
擦
に
閲
し
て
も
都
市
左
の
均
衡
を
阿
る
べ
き
で
あ

る。

五

最
後
に
農
業
計
書
生
産
の
目
標
と
す
る
農
産
物
の
増
産
と
農
産
物
債
格
と
の
闘
係
に
つ
い
て
特
に
一
一
一
一
一
口
し
友
け
れ
ば
注
ら
ぬ
。

先
づ
第
一
に
農
業
計
養
生
産
に
於
で
特
殊
農
産
物
の
増
俸
を
闘
ら
ん
と
す
れ
ば
、

そ
の
農
産
物
の
生
産
を
刺
戟
す
る
に
足
る
債
格



を
諌
め
公
示
し
て
、
之
を
買
上
げ
る
組
織
を
教
惜
し
た
け
れ
ば
た
ら
ね
。
戦
時
に
於
て
は
農
宋
と
雌
ぜ
愛
川
凶
心
に
一
帯
へ
て
、
成
る
ぺ

〈
安
き
買
上
慣
格
を
以
て
満
足
す
ぺ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
併
し
民
上
慣
格
が
徐
り
に
ほ
く
決
定
せ
ら
れ
る
と
考
は
農
家
生
前
の
窮

そ
の
生
産
活
動
を
萎
縮
せ
し
め
る
こ
と
、
な
る
。
さ
れ
ば
買
上
慣
絡
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
附
陥
債
計
算
に
よ
っ
て
泊

乏
を
来
し
、

巴
た
る
生
直
艶
そ
算
出
し
、
之
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
叫
山
H

躍
を
刺
戟
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
頁
ヒ
債
格
は
原
慎
計
算
に
よ
っ
て
之
を
決
定
す
る
と
し
て
も
、
榊
々
を
必
要
と
す
る
良
直
物
の
極
類
、
が
多
数
止
な
れ
ば
注

る
程
、
目
然
を
れ
ら
の
延
々
物
問
に
作
付
閣
僚
誌
に
生
産
資
材
に
封
す
る
競
争
関
係
を
生
や
る
を
以
て
、
各
積
農
時
物
の
貝
k
同町、同情

キ
一
公
定
す
ゐ
際
に
は
此
予
の
慣
除
聞
に
泊
小
川
な
る
釣
ル
口
を
任
せ
し
め
て
、
枠
内
見
直
均
に
つ
き
段
米
そ
し
て
川
崎
次
の
要
求
す
る
敏
置
を

府
直
せ
し
め
る
や
-
つ
配
慮
す
べ
き
-
で
あ
る

J

第
三
に
農
業
計
拍
子
山
生
産
に
於
て
府
立
町
を
必
裂
と
す
る
農
産
物
K
到

L
で
の
み
公
定
償
却
竹
制
在
泊

m
L
、
閣
訟
の
民
間
ぃ
駒
に
り
か
て

は
自
由
構
成
慎
格
に
之
を
放
任
す
る
と
き
は
、

こ
の
場
合
に
於
て
も
隔
斉
の
間
に
作
付
両
的
世
に
生
市
資
材
に
針
す
る
競
争
闘
係
を

生
み
、
鎌
期
の
増
療
を
期
し
難
い
揚
合
も
程
る
。
さ
れ
ば
農
産
物
に
公
定
使
協
制
を
賃
施
す
る
場
合
に
は
、
主
た
る
農
産
物
の
全
部

に
針
し
之
を
適
用
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
貼
に
闘
し
戎
闘
の
栴
作
は
水
間
に
於
け
る
唯
一
の
夏
作
物
で
あ
り
、

競
争
作
物
を
持
た
友
い
関
係
k
、
主
要
食
料
た
る
米
殺
に
つ
い
て
は
債
格
公
定
の
寅
施
を
比
佼
的
容
易
な
ら
し
め
る
。

第
四
に
戦
時
下
に
於
け
る
浸
水
、
計
叢
生
時
に
於
で
は
、
或
る
程
度
の
農
嘩
物
倒
絡
抑
制
の
下
に
、
明
庄
一
炉
問
る
ぺ
き
と
と
が
要
求

せ
ら
れ
る
。
農
産
物
債
格
を
引
上
げ
る
こ
と
な
く
し
て
、
増
直
を
附
ら
ん
B

と
す
れ
ば
、
農
産
物
生
産
費
の
低
下
に
努
め
る
外
は
な
い
。

部
ち
肥
料
、
農
機
具
そ
の
他
生
産
資
材
の
債
格
の
低
下
、
農
家
の
自
家
情
労
働
力
の
原
資
を
友
ナ
生
江
川
必
需
品
憤
格
の
低
下
に
努
め
て
、

時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
量
生
産

四

如何なる生産費を以て遮IE，l:なすべ空宇につい亡は、州稿戦時下の米穀封策
(経済論議、第47i全第3挽)16頁多問。
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時
局
下
に
於
け
る
農
業
計
壷
生
産

四
四

之
等
の
憤
格
と
農
産
物
と
の
間
に
均
衡
を
得
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
生
産
費
白
主
要
項
目
を
左
ず
小
作
料
に
ワ
い
て

も
之
を
公
疋
化
し
た
け
れ
ば
左
ら
た
い
。

第
五
に
農
産
物
債
格
抑
制
の
方
針
を
以
て
農
家
の
増
産
を
刺
戟
せ
ん
と
す
れ
ば
、
戦
時
下
に
於
付
る
公
定
偵
絡
の
範
閣
内
に
於
て

生
産
者
た
る
農
家
の
手
取
金
制
を
多
か
ら
し
め
る
工
夫
を
綿
子
る
こ
と
が
緊
要
と
た
る
。

こ
の
た
め
に
は
農
産
物
の
蒐
集
機
構
、
部

十
叩
配
給
機
梢
の
統
制
終
怖
を
削
る
〈
〈
、
ま
た
良
川
叶
生
産
資
材
の
配
給
に
つ
い
て
も
ん
女
償
配
給

p
k寸
前
提
之
し
て
配
給
費
の
節
減

を
誹
じ
た
付
れ
ば
た
ら
た
い
。
批
評

v

む
耕
K
闘
し
て
は
産
業
組
合
や
義
A
W
ι

の
品
川
践
が
期
待
さ
れ
る
。

要
之
、
今
次
の
農
業
計
葺
生
産
は
戦
時
下
に
於
け
る
農
業
生
産
諸
僚
件
の
悪
化
に
も
拘
ら
十
、
農
産
物
を
増
産
す
べ
き
重
大
使
命

を
以
て
登
揚
し
た
の
で
あ
る
。
食
料
の
豊
富
怠
る
こ
と
が
戦
勝
を
期
す
る
一
の
重
大
要
件
友
る
限
り
、
農
業
関
係
者
は
右
使
命
の
迷

成
に
全
力
を
議
す
べ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
戦
時
経
怖
の
進
展
に
舷
じ
て
綬
巌
よ
ろ
し
き
を
得
た
る
針
策
を
講
や
べ
き
で
あ
る
。




